
あ
る
。
彼
の
も
の
し
た
詩
文
、
こ
と
に
そ
の
漢
文
小
説
は
多
く
の
読
者
を
獲

得
し
た
。

た
と
え
ば
、
森
鴎
外
「
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
言
昴
」
第
七
号
（
明

治
四
十
二
年
二
九
○
九
）
七
月
）
）
に
は
、
主
人
公
金
井
湛
十
四
才
の
と

き
の
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
ら
れ
る
。

千
年
を
越
え
る
長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
た
我
が
国
の
漢
文
学
は
、
幕
末
か

ら
明
治
の
は
じ
め
に
か
け
て
燗
熟
期
を
迎
え
た
。
そ
れ
は
ま
も
な
く
西
洋
由

来
の
〈
近
代
文
学
〉
に
追
い
や
ら
れ
、
滅
び
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
こ
の
文
学

様
式
が
見
せ
た
、
い
わ
ば
落
日
の
輝
き
で
あ
っ
た
。

菊
池
三
渓
は
、

育
一
は
平
く
っ
た
い
顔
の
黄
い
る
味
を
帯
び
た
、
し
ん
ね
り
む
っ
つ

り
し
た
少
年
で
、
漢
学
が
好
く
出
来
る
。
菊
池
三
渓
を
晶
眉
に
し
て
居

る
。
僕
は
育
一
に
借
り
て
、
晴
雪
楼
詩
紗
を
読
む
。
本
朝
虞
初
新
誌
を

あ
る
儒
者
の
幕
末

あ
る
儒
者
の
幕
末

こ
の
日
本
漢
詩
文
最
後
の
隆
盛
の
中
で
活
躍
し
た
人
物
で

菊
池
三
渓
伝
小
孜
Ｉ

「
晴
雪
楼
詩
紗
」
は
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
三
渓
の
別
集
、

「
真
間
の
手
古
奈
の
事
を
詠
じ
た
詩
」
は
同
書
所
収
の
「
継
橋
歌
」
を
指
す
。

「
本
朝
虞
初
新
誌
」
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
三
渓
の

（
ワ
ニ

漢
文
小
説
集
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
「
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
は
自
伝
的

要
素
の
強
い
作
品
で
あ
る
が
、
自
伝
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
潤
色
や

だ
が
、
誉
め
は
し
な
い
か
」
と
問
う
た
。
「
い
い
や
、
誉
め
は
し
な
ど

（
１
）

と
云
っ
た
が
、
彼
は
母
親
の
事
を
話
す
の
を
嫌
ふ
や
う
で
あ
っ
た
。

僕
は
、
ふ
い
と
思
ひ
出
し
て
、
「
君
の
お
母
様
は
本
当
の
で
な
い
さ
う

紗
を
読
ん
で
ゐ
る
と
、

読
む
。
そ
れ
か
ら
三
渓
の
も
の
が
出
る
か
ら
と
い
ふ
の
で
、
僕
も
浅
草

へ
行
っ
て
、
花
月
新
誌
を
買
っ
て
来
て
読
む
。
二
人
で
詩
を
作
っ
て
見

る
。
漢
文
の
小
品
を
書
い
て
見
る
。
先
づ
そ
ん
な
事
を
し
て
遊
ぶ
の
で

あ
る
。

（
中
略
）

喬
一
の
母
親
は
継
母
で
あ
る
。
あ
る
時
商
一
と
一
し
よ
に
晴
雪
楼
詩

真
間
の
手
古
奈
の
事
を
詠
じ
た
詩
が
あ
っ
た
。

福
井
辰
彦



虚
構
を
含
む
。
右
の
引
用
箇
所
も
例
外
で
は
な
い
。
作
中
、
明
治
四
年
の
廃

藩
置
県
が
金
井
六
歳
の
と
き
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
右
の
引
用
箇
所

は
明
治
十
二
年
の
こ
と
と
な
る
が
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
生
ま
れ

の
鴎
外
は
こ
の
年
既
に
十
八
歳
、
「
本
朝
虞
初
新
誌
」
も
こ
の
時
点
で
は
出

版
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
鴎
外
に
あ
て

は
め
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
青
少
年
期
の
鴎

受
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

外
が
菊
池
三
渓
の
詩
文
を
愛
読
し
た
こ
と
自
体
を
虚
構
と
す
べ
き
理
由
は
な

に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

しn
o

永
井
荷
風
も
ま
た
三
渓
の
詩
文
を
愛
し
た
一
人
で
あ
っ
た
。

少
な
く
と
も
当
時
の
若
者
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
形
で
三
渓
の
作
品
を
享

（
補
記
）
友
人
森
銑
三
氏
は
わ
た
く
し
の
此
稿
を
「
雑
誌
人
間
」
の

誌
上
で
一
読
せ
ら
れ
菊
池
三
渓
が
梅
暦
中
の
一
節
を
漢
文
に
訳
し
た
写

本
を
携
へ
て
わ
た
く
し
を
訪
は
れ
教
へ
ら
る
掻
所
が
あ
っ
た
。
三
渓
の

文
は
江
戸
稗
史
家
の
小
説
を
漢
文
に
訳
し
た
訳
準
綺
語
中
の
一
章
で
、

雨
夜
赤
縄
と
題
せ
ら
れ
、
梅
暦
の
発
端
恵
の
花
の
一
節
、
お
糸
半
次
郎

が
岬
れ
そ
め
の
く
だ
り
で
あ
る
。

（
中
略
）

菊
池
三
渓
は
紀
州
徳
川
氏
の
儒
臣
で
、
文
久
年
代
に
は
成
嶋
柳
北
の
後

を
承
け
て
幕
府
の
奥
儒
者
と
な
っ
た
。
明
治
時
代
に
は
依
田
学
海
と
並

ん
で
風
流
詩
文
の
名
家
中
に
数
へ
ら
れ
た
。

詩
集
に
は
東
京
写
真
鏡
、
文
集
に
は
虞
初
新
誌
等
が
あ
る
。
今
座
右
に

晩
年
の
文
章

右
は
「
為
永
春
水
」
が
『
罹
災
日
記
』
（
扶
桑
書
房
一
九
四
七
）
に
収
め

ら
れ
た
際
加
え
ら
れ
た
補
記
で
あ
る
。
末
尾
に
は
「
昭
和
二
十
一
年
六
月
補

記
」
と
記
す
。
「
訳
準
綺
語
」
は
そ
の
一
部
が
三
渓
の
死
後
、
明
治
四
十
四

年
（
一
九
一
二
に
出
版
さ
れ
る
が
、
刊
本
未
収
の
作
品
も
数
点
存
在
す
る
。

森
銑
三
が
荷
風
に
示
し
た
「
雨
夜
赤
縄
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
文
中
荷
風

は
三
渓
を
「
依
田
学
海
と
並
ん
で
風
流
詩
文
の
名
家
中
に
数
へ
ら
れ
た
」
と

だ
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
事
例
を
見
て
も
、
三
渓
が
文
学
史
上
無
視
し
得
な
い
存
在

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
４
）

し
か
し
、
一
二
渓
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
中
で
伝

記
研
究
と
呼
べ
る
も
の
は
、
富
村
登
『
常
総
の
漢
詩
人
』
（
富
村
登
遺
稿
出

版
後
援
会
一
九
六
五
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
三
渓
の
自
筆
稿
本
お

は
三
渓
を

評
価
し
、

う
ち
二
日
筆
稿
本
は
、

稿
本
は
貴
重
書
指
定
）
。
明
治
一
一
一
十
三
年
十
二
月
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
に

（
５
）

一
二
渓
の
養
子
菊
池
左
馬
太
郎
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

版
後
援
会
壱

よ
び
旧
蔵
書
は
、

最
も
重
要
な
一
次
資
料
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
自
筆
稿
本
に
は
三
渓

の
師
友
た
ち
に
よ
る
批
点
・
評
語
が
大
量
に
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
よ
り
広

参
考
書
が
な
い
の
で
多
く
言
ふ
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
一
一
一
渓
の
詩
文
は

わ
た
く
し
の
常
に
愛
調
し
て
欄
か
ざ
る
も
の
。
わ
た
く
し
は
森
銑
三
氏

【
３
〉

の
厚
意
を
永
く
忘
れ
ぬ
で
あ
ら
う
。

「
三
渓
の
詩
文
は
わ
た
く
し
の
常
に
愛
説
し
て
掴
か
ざ
る
も
の
」

現
在
京
都
大
学
付
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

三
渓
の
生
涯
と
文
学
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

（
自
筆



そ
の
後
常
総
各
地
を
転
々
と
し
た
が
、

以
来
代
々
儒
を
以
て
仕
え
、
藩
政
に
も
参
画
し
た
。
三
渓
も
幼
時
よ
り
儒
者

た
る
べ
く
教
育
を
受
け
、
和
歌
山
藩
儒
と
な
る
。
安
政
五
年
二
八
五
八
）

書
屋
主
人
な
ど
と
も
号
し
た
。

に
相
次
い
で
鴫
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
。
明
治
四
年

に
藩
主
徳
川
慶
福
が
十
四
代
将
軍
に
就
任
し
た
後
、

や
が
て
こ
れ
を
辞
し
、

文
研
究
の
基
盤
形
成
」
）
。

資
料
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
詳
細
な
調
査
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
論
者
は
平
成
十
九
年
度
、
日
本
学
術
振

の
儒
者
菊
池
梅
軒
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
菊
池
家
は
三
渓
の
曾
祖
父
衡
岳

題

興
会
特
別
研
究
員
と
し
て
三
渓
自
筆
稿
本
の
悉
皆
調
査
を
行
っ
た

く
当
時
の
学
問

六
’
九
一
九
七
七
・
九
、

（
ペ
リ
か
ん
社
二
○
○
打

の

こ
れ
に
つ
い
て
も
日
野
龍
夫
「
菊
池
三
渓
自
筆
詩
文
稿
」
含
国
語
国
文
」
四

菊
池
三
渓
。
名
は
純
、
字
は
子
顕
。

改
め
て
菊
池
三
渓
の
略
歴
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
菊
池
三
渓
自
筆
稿
本
類
の
調
査
整
理
に
基
づ
く
三
渓
お
よ
び
明
治
漢
詩

｜’

あ
る
儒
者
の
幕
末

・
文
学
の
動
静
を
知
る
上
で
も
資
料
的
価
値
は
高
い
。
だ
が
、

二
○
○
五
）
所
収
）

釆
地
で
あ
る
下
総
国
結
城
郡
宗
道
村
に
退
隠
し
た
。

本
稿
は
そ
の
成
果
を
も
活
用
し
つ
つ
、

の
ち
日
野
龍
夫
著
作
集
第
三
巻
「
近
世
文
学
史
』

十
顕
。
三
渓
の
ほ
か
、
晴
雪
楼
主
人
、
鉄
屏

文
政
二
年
二
八
一
九
）
、
紀
州
和
歌
山
藩

が
簡
単
な
紹
介
を
し
て
い
る
だ
け
で
、

そ
の
間
下
館
、
笠
間
、
土
浦
の
各
藩

―
て
い
る
。
明
治
四
年
二
八
七
一
）

将
軍
侍
講
と
な
る
が
、

三
渓
伝
記

れ
る
出
来
事
は
、
幕
府
致
仕
で
あ
る
。
儒
者
の
家
に
生
ま
れ
、
期
待
通
り
学

（
研
究
課

景
に
つ
い
て
は
、
冨
村
登
氏
に
よ
っ
て
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

と
さ
せ
る
よ
う
な
激
し
い
転
変
で
あ
る
。

務
め
、

、

〃
て
、

す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

総
地
方
に
退
い
て
し
ま
う
。
そ
の
後
は
、

順
調
で
幸
運
な
も
の
で
あ
っ
た
。

を
継
い
だ
こ
と
に
よ
り
将
軍
侍
講
に
ま
で
至
っ
た
彼
の
前
半
生
は
、

問
を
修
め
藩
儒
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

紗
」
「
本
朝
虞
初
新
誌
』
『
訳
準
綺
語
」
の
ほ
か
、
「
東
京
写
真
鏡
」
（
明
治
七

年
刊
）
、
『
西
京
伝
新
記
』
（
明
治
七
年
刊
）
な
ど
が
あ
る
。

一
年
ま
で
に
は
再
び
京
都
に
移
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
四
年
十
月
十
七
日
若

（
６
）

狭
国
小
浜
で
没
す
。
七
十
一
二
歳
。
主
な
著
書
に
は
既
に
挙
げ
た
「
晴
雪
楼
詩

十
六
年
に
は
大
阪
に
移
り
、

春
東
京
へ
出
た
後
、
五
年
六
月
京
都
に
移
っ
た
。
京
都
で
も
た
び
た
び
転
居

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
十
四
年
に
は
東
京
に
戻
り
、
警
視
庁
御
用
掛
を
勤
め
、

っ
き
り
と
し
た
経
緯
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

冨
村
氏
は
「
常
総
の
漢
詩
人
』

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
三
渓
の
生
涯
の
中
で
、

む
し
ろ
文
人
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

さ
て
将
軍
侍
講
の
位
地
か
ら
降
っ
て
宗
道
村
の

幕
府
瓦
解
後
は
新
聞
人
と
し
て
活
躍
し
た
成
島
柳
北
の
人
生
を
雲
霧

三
渓
に
と
っ
て
の
一
大
転
機
で
あ
っ
た
幕
府
致
仕
の
時
期
や
背

以
前
の
よ
う
な
輝
か
し
い
地
位
を
得
る
こ
と
は
な

大
阪
府
中
学
一
等
教
諭
と
な
っ
た
。

し
か
し
ま
も
な
く
か
れ
は
野
に
下
り
、

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

最
も
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
と
思
わ

幾
つ
か
の
藩
や
明
治
政
府
に
出
仕

た
ま
た
ま
藩
主
慶
福
が
将
軍
職

同
じ
く
将
軍
侍
講
を

夫
子
に
ま
で
転
落

明
治
二
十

極
め
て

ま 常



日
野
龍
夫
「
菊
池
三
渓
自
筆
詩
文
稿
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
富
村
氏

の
推
測
を
支
持
す
る
。

し
た
三
渓
一
身
上
の
変
化
の
原
因
を
「
飯
村
丈
三
郎
伝
」
は
大
政
返
還

の
結
果
だ
と
し
て
い
る
が
、
私
の
考
え
は
少
し
違
う
。
維
新
史
を
見
る

と
徳
川
家
茂
は
慶
応
二
年
七
月
二
十
日
上
洛
中
、
大
坂
城
で
死
亡
し

（
年
二
十
一
）
越
え
て
月
の
二
十
七
日
徳
川
慶
喜
が
宗
家
相
続
と
決
定
、

時
直
ち
に
侍
講
を
辞
し
、
不
穏
な
天
下
の
形
勢
を
見
て
江
戸
が
い
や
に

は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

な
り
、

の
時
期
を
富
村
氏
は
、
幕
府
の
大
政
奉
還
時
で
は
な
く
、
慶
応
二
年
七

月
の
徳
川
家
茂
の
逝
去
の
直
後
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
こ
の
推

定
は
恐
ら
く
正
鵠
を
得
て
い
る
。
⑫
「
東
下
録
』
は
、
元
治
元
年
、
正

月
以
来
京
に
あ
っ
た
家
茂
が
五
月
に
江
戸
へ
帰
っ
た
た
め
、
従
っ
て
京

に
あ
っ
た
三
渓
も
東
下
し
た
折
の
紀
行
で
、
大
尾
に
い
う
、

甲
子
（
元
治
元
年
）
七
月
十
七
日
暴
雨
昼
暗
。
下
毛
兵
起
。
胸
次

三
渓
は
和
歌
山
藩
儒
で
あ
っ
た
が
、
家
茂
が
紀
州
か
ら
入
っ
て
将
軍

職
を
継
ぐ
や
、
抜
き
ん
で
ら
れ
て
将
軍
侍
講
と
な
っ
た
。
成
島
柳
北
と

の
交
友
は
、
同
じ
任
に
あ
る
者
同
士
と
し
て
こ
の
時
か
ら
の
も
の
で
あ

二
十
九
日
に
朝
廷
か
ら
慶
喜
の
相
続
が
許
さ
れ
た
と
あ
る
。

ろ
う
か
。

殊
悪
。
謝
官
在
近
。

徳
川
慶
喜
の
将
軍
宣
下
以
前
に
宗
道
退
隠
の
決
意
を
し
た
の
で

や
が
て
辞
職
し
て
釆
地
の
常
陸
国
宗
道
村
に
退
隠
す
る
。

三
渓
は
其

そ

さ
ら
に
小
林
勇
「
菊
池
三
渓
と
「
西
京
伝
新
記
巨
（
新
日
本
古
典
文
学
大

系
明
治
編
一
「
開
化
風
俗
誌
集
』
（
岩
波
書
店
二
○
○
四
）
解
説
）
も

「
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
七
月
家
茂
が
二
十
一
歳
の
若
さ
で
大
坂
城
中
に

没
す
る
と
三
渓
は
職
を
辞
し
、
采
地
で
あ
っ
た
下
総
国
結
城
郡
宗
道
村
に
退

隠
し
た
」
と
、
富
村
・
日
野
両
氏
と
同
じ
見
解
を
示
す
。

す
な
わ
ち
慶
応
二
年
七
月
、
紀
州
時
代
か
ら
仕
え
た
将
軍
家
茂
が
死
去
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
三
渓
は
辞
職
し
た
、
と
い
う
富
村
氏
の
推
測
が
、
ほ

ぼ
定
説
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

で
は
、

に
ま
ず

し
か
し
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
説
は
誤
り
で
あ
る
。

府
瓦
解
以
前
か
ら
世
の
紛
擾
を
厭
う
気
持
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

下
毛
の
兵
と
は
水
戸
天
狗
党
の
挙
兵
を
指
す
。
す
な
わ
ち
三
渓
に
は
幕

［
別
巻
・
坤
・
小
納
戸
］

※
１
※
２

※
３

同
日
同
備
前
守
惣
領
同
断

文
久
三
亥
八
月
九
日
小
十
人
頭
格
奥
儒
者

［
柳
営
補
任
之
余
・
儒
者
］

※
１
安
政
六
未
十
二
月
十
四
日
※
２
御
小
姓
※
３
新
規
被
召
出

三
渓
致
仕
の
時
期
は
い
つ
な
の
か
。
そ
の
こ
と
を
考
証
す
る
た
め

（
７
）

『
柳
営
補
任
』
か
ら
関
係
記
事
を
拾
っ
て
み
る
。

菊
地
紀
太
郎

化
石
隊
門

四



科
は
ほ
か
に
見
出
せ
な
い
が
、

刊
行
会
一
九
三
一
）
に
は
、

三
渓
が
「
紀
太
郎
」
ま
た
は
「
角
右
衛
門
」

府
に
召
さ
れ
御
小
姓
諸
大
夫
と
な
り
備
前
守
と
称
す
其
子
純
太
郎
亦
学

権
並
ふ
者
な
し
安
政
五
午
年
六
月

と
称
す
…
角
右
衛
門
遷
御
目
付
御
用
人
御
勘
定
奉
行
等
に
歴
任
禄
四
百

按
す
る
に

石
に
至
る
嘉
永
安
政
の
交
土
州
大
夫
権
勢
盛
な
る
の
時
大
に
用
ら
れ
威

同
年
九
月
晦
日
辞

元
治
元
子
八
月
十
八
日
八
番
組
ヨ
リ
組
替

同
年
八
月
十
八
日
六
番
組
江
組
替

元
治
元
子
六
月
廿
一

元
治
元
子
六
月
日
小
十
人
頭

文
久
三
亥
八
月
九
日
御
小
納
戸
ヨ
リ
、

［
巻
之
十
四
・
小
十
人
頭
六
番
組
］

［
巻
之
十
四
・
小
十
人
頭
八
番
組
］

あ
る
儒
者
の
幕
末

角
右
衛
門
元
習
の
譜
欠
失
詳
な
ら
す
其
子
を
角
右
衛
門
遷

｜
日
小
十
人
頭
格
奥
儒
者
ヨ
リ

「
南
紀
徳
川
史
」
巻
五
十
七
（
南
紀
徳
川
史

昭
徳
公
大
統
御
継
承
の
時
従
て
幕

小
十
人
頭
格
奥
儒
者

と
名
乗
っ
た
こ
と
を
示
す
史

菊
地
角
右
衛
門

菊
地
角
右
衛
門

菊
地
角
右
衛
門

『
晴
雪
楼
詩
紗
」
（
４
‐
ｗ
／
セ
２
、
括
弧
内
は
京
都
大
学
付
属
図
書
館
の

請
求
記
号
。
以
下
同
じ
）
所
収
「
晴
雪
楼
詩
存
三
稿
」
中
の
甲
子
す
な
わ
ち

か
め
ら
れ
る
。

履
歴
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

乗
っ
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

で
は
な
か
っ
た
。

の
職
を
解
か
れ
、

別
巻
・
坤
・
小
納
戸
の
記
事
に
見
え
る
「
菊
地
紀
太
郎
〈
角
右
衛
門
〉
」
は

「
備
前
守
惣
領
」
と
さ
れ
て
お
り
、
三
渓
が
祖
父
、
父
同
様
角
右
衛
門
を
名

と
あ
り
、
三
渓
の
祖
父
西
宮

こ
と
、
梅
軒
が
「
備
前
守
」

つ
｝
ま
ｎ
Ｋ

三
渓
の
致
仕
が
元
治
元
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

さ
て
、
『
柳
営
補
任
」
の
記
述
を
整
理
す
れ
ば
、
三
渓
の
幕
臣
と
し
て
の

安
政
六
年

文
久
三
年

元
治
元
年

可

あ
り
江
戸
明
教
館
の
授
読
た
り
し
か
近
世
純
と
称
し
京
摂
の
間
に
在
り

て
文
筆
に
従
事
す
と
云

三
渓
が
幕
府
を
辞
し
た
の
は
家
茂
が
亡
く
な
っ
た
慶
応
二
年
七
月

三
渓
の
祖
父
西
皐
、
父
梅
軒
が
「
角
右
衛
門
」
と
名
乗
っ
て
い
た

（（（致
仕
し
た
の
は
同
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
約
二
年
、

八
五
九
）
十
二
月
十
四
日

八
六
三
）
八
月
九
日

八
六
四
）
六
月
二
十
二
日

九
月
晦
日

と
称
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

自
筆
稿
本
に
よ
っ
て
も
確

小
納
戸

奥
儒
者

小
十
人
頭

辞
職

元
治
元
年
六
月
に
奥
儒
者

「
柳
営
補
任
』五



元
治
元
年
の
作
に
は
、
致
仕
後
の
心
境
を
詠
じ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。

を
辞
し
、

（
イ
）
は
漢
の
襲
遂
が
渤
海
太
守
と
な
っ
た
と
き
、
民
衆
が
農
事
に
専
念
す

る
よ
う
、
刀
剣
を
売
り
牛
を
買
わ
せ
た
と
い
う
故
事
（
『
漢
書
」
循
吏
伝
）

を
踏
ま
え
る
。
こ
の
詩
で
伝
家
の
剣
を
売
り
、
「
犢
」
す
な
わ
ち
子
牛
を
買

を
、
杜
甫
や
北
宋
の
梅
聖
命
に
擬
え
て
描
く
。
六
）
で
は
、
い
ま
や
落
魂

語
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
慶
應
元
年
つ
八
六
五
）
八
月
塩
田
松
園
に
よ

っ
た
、 （
イ
）
伝
家
有
剣
閑
無
用

昨
日
城
中
換
犢
来

（
ロ
）
少
陵
多
病
夙
辞
職

聖
命
清
貧
最
善
詩

（
△
如
今
自
笑
髭
鱸
穏

と
い
う
の
は
三
渓
が
致
仕
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

清
貧
に
甘
ん
じ
な
が
ら
詩
人
と
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
自
ら
の
姿

嘗
向
官
途
騎
虎
来

伝
家

昨
日聖少

命陵

如
今
自
ら
笑
ふ

塞
鱸
の
穏
か
な
る
を

嘗
て
官
途
に
向
か
ひ
て虎
に
騎
り
て
来
る

（
「
探
梅
』

剣
有
り
閑
に
し
て
用
無
し

城
中
犢
に
換
へ
来
る

（
「
詠
十
二
支
」
〈
二
〉
牛
）

多
病
に
し
て
夙
に
職
を
辞
し

清
貧
に
し
て

最
も
詩
を
善
く
す

（
「
甲
子
歳
晩
」
）

（
ロ
）
は
官

と
と
も
に
、
い
っ
た
ん
始
ま
っ
た
物
事
を
中
止
で
き
な
い
た
と
え
「
騎
虎
之

勢
」
を
踏
ま
え
て
、
官
途
の
危
う
さ
を
も
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
付
言
す
れ
ば
、
（
イ
）
に
は
、

し
て
鱸
馬
に
乗
っ
て
い
る
己
の
姿
を
、
仕
官
し
て
い
た
頃
の
自
分
に
引
き
比

べ
、
自
剛
気
味
に
笑
う
。
「
騎
虎
」
は
奥
儒
者
で
あ
っ
た
頃
の
意
気
軒
昂
さ

と
い
う
評
語
が
、
そ
れ
ぞ
れ
朱
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
「
晴
雪
楼
詩
存

三
稿
」
の
末
尾
に
は
や
は
り
朱
で
「
乙
丑
中
秋
松
園
老
人
拝
評
」
と
の
識

（
ロ
）
に
は
、

三
四
、
与
古
人
「
却
将
奮
斬
楼
蘭
剣
、
買
了
黄
牛
教
子
孫
」
全
。
亦
勇

退
雅
志
、
発
為
是
語
。

（
三
四
、
古
人
「
却
っ
て
将
に
楼
蘭
の
剣
を
奮
斬
せ
ん
と
し
て
、
黄

牛
を
買
了
し
て
子
孫
に
教
ふ
」
と
全
じ
。
亦
勇
退
の
雅
志
、
発
し
て

是
の
語
と
為
る
。
）

騎
虎
侍
勢
、
自
以
為
安
楽
境
界
、
何
知
一
失
脚
、
為
千
古
襖
恨
。
著
一

冷
眼
、
便
覚
其
可
危
可
慎
。

（
虎
に
騎
り
て
勢
に
特
み
、
自
ら
以
て
安
楽
境
界
と
為
す
も
、
何
ぞ

知
ら
ん
や
一
た
び
失
脚
す
れ
ば
、
千
古
の
襖
恨
と
為
る
を
。
一
冷

眼
を
著
し
、
便
ち
其
の
危
ぶ
む
べ
く
倶
る
べ
き
を
覚
る
。
）

六



冒
頭
に
は
「
小
十
人
頭
、
菊
巫

侯
閣
下
（
小
十
人
頭
、
菊
池
純
、

前
侯
閣
下
に
献
ず
こ
と
あ
る
。

坊
／
セ
４
）
所
収
「
上
閣
老
兼
陸
軍
総
裁
松
前
侯
書

（
９
）

前
侯
に
上
る
書
）
」
に
語
ら
れ
て
い
た
。

が
誤
り
で
あ
っ
た
以
上
、

三
渓
致
仕
の
背
景
は
、

自
然
に
理
解
で
き
る
。

ま
、

が
強
か
っ
た
」

ト
１
）
巻
末
、

と
あ
る
の
も
、

の
時
期
と
し
て
き
た
の
は
、

に
付
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
評
語
に
「
勇
退
」
「
失
脚
」
と
あ
る
こ
と
も
、

（
８
）

の
致
仕
が
元
治
元
年
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

い
う
明
確
な
動
機
が
想
定
で
き
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。

っ
て
書
か
れ
た
評
語
な
の
で
あ
ろ
う
。
元
治
元
年
の
作
で
あ
る
（
イ
）

富
村
氏
以
下
｝

三
渓
の
幕
府
致
仕
が
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
で
あ
る
と
し
て
、
で

日
野
龍
夫
氏
が

そ
れ
は
い
か
な
る
事
情
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三

あ
る
儒
者
の
幕
末

元
治
元
年
七
月
十
七
日
の
日
付
を
持
つ
識
語
に
「
謝
官
在
近
」

二
ヶ
月
後
の
致
仕
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
で
、

こ
と
の
証
拠
と
し
て
引
用
し
て
い
た
『
東
下
録
』
（
５
‐
妬

）
れ
ま
で
の
研
究
が
慶
応
二
年

「
三
渓
に
は
幕
府
瓦
解
以
前
か
ら
世
の
紛
擾
を
厭
う
気
持

新
た
な
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

自
筆
稿
本
の
一
つ
で
あ
る

菊
池
純
、
謹
再
拝
献
書
閣
老
兼
陸
軍
全
権
松
前

和
歌
山
以
来
仕
え
て
き
た
徳
川
家
茂
の
死
去
と

先
述
の
通
り
、
三
渓
が
「
小
十
人
頭
」
で

謹
ん
で
再
拝
し
書
を
閣
老
兼
陸
軍
全
権
松

二
八
六
六
）
七
月
を
辞
職

『
晴
雪
楼
文
略
」
（
４
‐

（
閣
老
兼
陸
軍
総
裁
松

し
か
し
そ
の
推
定

よ
り

一グー、

￣ロ
渓、_’

格
・
海
陸
軍
惣
奉
行
と
な
る
の
は
同
年
七
月
。

あ
っ
た
の
は
元
治
元
年
六
月
か
ら
九
月
の
間
。

／
に
、
。

用
す
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
か
を
説
い
た
後
、

か
れ
た
の
は
元
治
元
年
七
月
か
ら
九
月
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

上
書
は
ま
ず
、
国
政
を
司
る
者
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
材
の
長
所
を
活

純
原
紀
国
之
世
臣
、
至
純
身
五
世
。
皆
起
文
儒
、
不
時
登
庸
、
参
与
機

務
。
這
今
将
軍
自
紀
邸
、
入
承
大
統
、
純
父
雇
従
、
辱
列
朝
班
、
充

其
侍
御
。
純
亦
尋
出
身
、
補
内
廷
官
。
自
是
廠
後
、
公
事
鞁
掌
、
日
在

其
左
右
。
而
将
軍
天
資
仁
恕
、
愛
及
衆
庶
。
夙
知
純
魑
愚
不
可
用
、
無

何
充
煕
朝
史
譜
編
輯
之
員
、
置
之
其
側
、
時
臨
而
労
之
。
純
窃
感
其
知

遇
。
拮
据
経
年
、
巳
成
而
上
之
。
尋
遷
内
廷
侍
講
、
進
班
加
秩
。
当
是

時
、
左
右
侍
臣
、
皆
匪
暗
胸
武
人
、
則
衣
楼
子
弟
、
絶
無
読
書
解
文
者
。

将
軍
英
明
、
能
洞
知
文
武
一
途
、
不
可
偏
廃
、
大
開
学
院
干
内
廷
。
身

親
臨
之
、
鼓
舞
率
先
、
日
討
論
経
史
。
於
是
内
外
百
僚
、
絃
諦
為
風
、

錐
武
人
俗
吏
、
成
知
読
書
講
文
。
窃
以
謂
、
国
家
右
文
之
化
、
坐
可
致

也
。
既
而
大
駕
西
上
。
再
入
朝
京
師
。
純
亦
辱
廊
雇
従
之
末
班
。
其
在

二
条
城
、
将
軍
発
憤
、
講
明
斯
学
。
自
春
至
夏
、
凡
一
百
余
日
間
、
弗

以
機
務
廃
其
業
。
驍
屡
乎
其
学
大
進
焉
。
諸
侯
往
往
献
書
籍
、
以
佐
其

業
者
、
歩
武
相
接
也
。
豈
得
不
謂
曠
代
盛
事
乎
哉
。

（
純
原
紀
国
の
世
臣
に
し
て
、
純
の
身
に
至
る
ま
で
五
世
。
皆
文

儒
に
起
こ
り
、
不
時
登
庸
せ
ら
れ
、
機
務
に
参
与
す
。
今
将
軍
紀

（
Ⅲ
）

松
前
藩
主
松
前
唇
不
広
が
老
中

し
た
が
っ
て
こ
の
上
書
が
書

自
ら
の
閲
歴
を
述
べ
て
ゆ七



邸
よ
り
、
入
り
て
大
統
を
承
く
る
に
迄
ぴ
て
、
純
が
父
雇
従
し
、

辱
く
も
朝
班
に
列
し
、
其
の
侍
御
に
充
て
ら
る
。
純
亦
尋
い
で
出

身
、
内
廷
の
官
に
楠
せ
ら
る
。
是
よ
り
厩
の
後
、
公
事
峡
掌
、
日

ぴ
其
の
左
右
に
在
り
。
而
し
て
将
軍
天
資
仁
恕
に
し
て
、
愛
衆
庶

に
及
ぶ
。
夙
に
純
の
懲
愚
用
ふ
く
か
ら
ざ
る
を
知
り
、
何
く
も
無

く
し
て
煕
朝
史
譜
編
輯
の
貝
に
充
て
、
之
を
其
の
側
に
置
き
、
時

に
臨
み
て
之
を
労
す
。
純
窃
か
に
其
の
知
遇
に
感
ず
。
拮
据
経
年
、

巳
に
成
り
て
之
を
上
る
。
尋
い
で
内
廷
侍
講
に
遷
り
、
班
を
進
め

秩
を
加
へ
ら
る
。
是
の
時
に
当
た
り
、
左
右
の
侍
臣
、
皆
暗
胸
の

武
人
に
匪
ざ
れ
ば
、
則
ち
衣
櫻
の
子
弟
に
し
て
、
絶
え
て
書
を
読

み
文
を
解
す
る
者
無
し
。
将
軍
英
明
、
能
く
文
武
一
途
に
し
て
、

偏
廃
す
べ
か
ら
ざ
る
を
洞
知
し
、
大
い
に
学
院
を
内
廷
に
開
く
。

身
親
ら
之
に
臨
み
、
鼓
舞
率
先
、
日
ぴ
経
史
を
討
論
す
。
是
に
於

い
て
内
外
百
僚
、
絃
論
風
と
為
り
、
武
人
俗
吏
と
錐
も
、
戒
読
書

講
文
を
知
る
。
窃
か
に
以
謂
く
、
国
家
右
文
の
化
、
坐
し
て
致
す

べ
し
と
。
既
に
し
て
大
駕
西
上
。
再
び
京
師
に
入
親
す
。
純
亦
辱

く
も
雇
従
の
末
班
に
廟
は
る
。
其
の
二
条
城
に
在
る
や
、
将
軍
発

憤
し
、
斯
学
を
講
明
す
。
春
よ
り
夏
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
一
百
余

日
の
間
、
機
務
を
以
て
其
の
業
を
廃
せ
ず
。
鰻
驍
乎
と
し
て
其
の

学
大
い
に
進
め
り
。
諸
侯
往
往
書
籍
を
献
じ
、
以
て
其
の
業
を
佐

く
る
者
、
歩
武
相
接
す
。
豈
曠
代
の
盛
事
と
謂
は
ざ
る
を
得
ん

や
､-９

和
歌
山
藩
か
ら
将
軍
職
を
継
い
だ
家
茂
は
、
三
渓
の
資
質
を
見
抜
き
、
修
史

の
役
目
を
与
え
て
く
れ
た
。
ま
た
家
茂
は
学
問
の
重
要
性
を
理
解
し
、
自
ら

経
史
の
講
究
に
励
ん
だ
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
二
月
か
ら
元
治
元
年
五

月
に
か
け
て
の
上
洛
の
際
に
も
、
三
渓
は
雇
従
の
栄
に
浴
し
た
。
己
を
よ
く

知
る
好
学
の
主
君
の
も
と
、
す
べ
て
は
順
調
で
あ
っ
た
。
し
か
し
。

夫
日
月
将
明
、
則
雲
霧
蔽
之
、
花
木
将
発
、
則
風
雨
嫉
之
。
将
軍
東
下
、

権
姦
用
事
。
群
小
俗
吏
、
投
其
隙
、
構
陥
其
不
便
己
者
。
几
其
左
右
諸

臣
、
忠
直
善
良
、
関
係
文
学
者
、
鍛
錬
羅
織
、
濟
而
瓢
之
。
其
与
純
同

志
者
、
罷
官
艇
秩
。
或
出
之
外
職
、
或
授
之
散
官
、
一
拳
掃
蕩
、
不
遺

余
力
。
純
従
浪
華
東
下
、
以
六
月
十
五
日
、
入
江
戸
。
抵
品
川
駅
、
初

聞
知
其
近
状
。
自
分
其
艇
瓢
不
遠
。
居
三
数
日
、
果
補
今
職
。

ひ
、
花
木
将
に
発
か
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
風
雨
之
を
嫉
む
。
将
軍

東
下
し
、
権
姦
事
を
用
ふ
。
群
小
俗
吏
、
其
の
隙
に
投
じ
て
、
其

の
己
に
不
便
な
る
者
を
構
陥
す
。
凡
そ
其
の
左
右
の
諸
臣
に
し
て
、

忠
直
善
良
、
文
学
に
関
係
す
る
者
は
、
鍛
錬
羅
織
、
槽
し
て
之
を

瓢
く
。
其
の
純
と
志
を
同
じ
う
す
る
者
、

を
聞
知
す
。
自
ら
其
の
腫
瓢
の
遠
か
ら
ざ
る
を
分
と
す
。
居
る
こ

或
い
は
之
を
外
職
に
出
し
、
或
い
は
之
を
散
官
に
損
け
、
一
拳
掃

蕩
し
て
、
余
力
を
遺
さ
ず
。
純
浪
華
よ
り
東
下
し
、
六
月
十
五
日

を
以
て
、
江
戸
に
入
る
。
品
川
駅
に
抵
り
て
、
初
め
て
其
の
近
状

と
三
数
日
に
し
て
、
果
し
て
今
の
職
に
補
せ
ら
る
）
。

（
夫
れ
日
月
将
に
明
ら
か
な
ら
ん
と
す
れ
ば
、

官
を
罷
め
秩
を
艇
さ
る
。

則
ち
雲
霧
之
を
蔽 八



と
も
で
き
な
い
。
断
然
職
を
辞
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
た
め
ら
う
の
は

将
軍
が
自
分
を
よ
く
理
解
し
、
登
用
し
て
く
れ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ

る
。

儒
者
で
あ
っ
て
、

し
ま
う
。
三
渓
自
身
も

た
。続
け
て
三
渓
は
言
う
。

将
軍
が
京
都
か
ら
江
戸
へ
下
る
前
後
、
何
ら
か
の
政
治
的
陰
謀
に
よ
っ
て
、

な
が
ら
、

三
渓
と
志
を
同
じ
く
す
る
好
学
の
士
た
ち
は
、

夫
将
軍
能
知
純
。
故
用
之
其
可
用
。
閣
下
独
不
知
純
。
放
置
之
其
不
可

置
。
純
焉
得
不
遠
引
而
辞
之
乎
哉
。
閣
下
果
能
知
純
者
、
則
置
之
国
校
、

命
以
督
課
後
進
之
士
。
或
参
之
史
局
、
編
輯
国
史
実
録
。
純
雌
無
似
、

未
必
不
奮
一
臂
、
以
鳴
国
家
盛
事
也
。

（
夫
れ
将
軍
能
く
純
を
知
れ
り
。
故
に
之
を
其
の
用
ふ
べ
き
に
用

に
参
じ
、
国
史
実
録
を
編
輯
せ
し
め
よ
。
純
無
似
な
り
と
錐
も
、

未
だ
必
し
も
一
臂
を
奮
ひ
、
以
て
国
家
の
盛
事
を
鳴
ら
さ
ず
ん
ぱ

果
し
て
能
く
純
を
知
る
者
な
れ
ば
、
則
ち
之
を
国
校
に
置
き
、
命

ず
る
に
後
進
の
士
を
督
課
す
る
を
以
て
せ
よ
。
或
い
は
之
を
史
局

に

置
く
◎

ふ
｡

三
渓
自
身
も
ま
た
「
今
職
」
す
な
わ
ち
小
十
人
頭
に
左
遷
さ
れ

を
理
解
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ど
う
か
父
祖
代
々
の
儒
者
た
る
自

人
だ
け
官
職
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

あ
る
儒
者
の
幕
末

閣
下
独
り
純
を
知
ら
ず
。
故
に
之
を
其
の
置
く
べ
か
ら
ざ
る

小
十
人
頭
の
よ
う
な
武
官
と
し
て
十
分
な
働
き
を
す
る
こ

純
焉
ん
ぞ
遠
引
し
て
之
を
辞
せ
ざ
る
を
得
ん
や
。

自
分
は
同
志
た
ち
が
職
と
禄
を
奪
わ
れ
た
の
を
見

幕
府
中
枢
か
ら
一
掃
さ
れ
て

ま
た
、
自
分
は

閣
下

等
し
く
、

当
時
の
三
渓
の
胸
中
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
ば
で
し
か
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
切

実
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

放
つ
の
は
、

り
純
を
知
ら
ず
。

格
・
海
陸
軍
惣
奉
行
と

吏
、
》

辞
は
、

ま
れ
、

そ
の
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
元
治
元
年
九
月
、
や
む
な
く
辞

職
す
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
が
三
渓
致
仕
の
背
景
で
あ
る
。
三
渓
が
一
一
一
一
口
う
政
変
が
い
か
な
る
も
の

だ
っ
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
策
謀
に
巻
き
込

分
に
ふ
さ
わ
し
い
役
職
を
与
え
て
も
ら
い
た
い
。
三
渓
は
そ
う
嘆
願
す
る
が
、

わ
っ
て
く
る
。

松
前
公
は
幕
政
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
だ
日
が
浅
い
、

「
左
右
の
侍
臣
、
皆
暗
胸
の
武
人
に
匪
ざ
れ
ぱ
、
則
ち
衣
櫻
の
子
弟
に
し

て
、
絶
え
て
書
を
読
み
文
を
解
す
る
者
無
し
」
「
権
姦
事
を
用
ふ
。
群
小
俗

其
の
隙
に
投
じ
て
、
其
の
己
に
不
便
な
る
者
を
構
陥
す
」

小
十
人
頭
に
左
遷
さ
れ
た
彼
の
無
念
と
憤
り
は
痛
々
し
い
ほ
ど
に
伝

上
書
と
し
て
は
激
烈
に
過
ぎ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

あ
ら
ず
）

不
敬
と
難
じ
ら
れ
る
可
能
性
す
ら
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

あ
な
た
に
は
為
政
者
と
し
て
の
資
質
が
欠
け
て
い
る
と
言
う
に

故
に
之
を
其
の
置
く
べ
か
ら
ざ
る
に
置
く
」
な
ど
と
言
い

い
う
要
職
に
あ
る
松
前
崇
広
に
対
し
て
、 と
い
っ
た
措

さ
ら
に
老
中

自
分
の
資
質

し
か
し
、

「
閣
下
独九



以
上
こ
れ
ま
で
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

菊
池
三
渓
の
伝
記
の
一
端
、
彼
の
人
生
に
お
け
る
一
大
転
機
で
あ
っ
た
幕
府

致
仕
の
時
期
と
背
景
に
つ
い
て
考
証
し
て
き
た
。

三
渓
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
六
月
、
政
変
に
よ
り
奥
儒
者
か
ら
小
十

人
頭
に
左
遷
さ
れ
、
同
年
九
月
に
官
を
辞
し
た
。

将
軍
侍
講
を
務
め
、
維
新
後
文
人
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
点
で
は
共
通

す
る
成
島
柳
北
に
比
べ
、
三
渓
の
知
名
度
が
低
い
こ
と
に
つ
い
て
、
小
林
勇

氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

た
だ
冒
頭
成
鳥
柳
北
の
名
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
交
友
圏
に
あ
っ
た
文
人

た
ち
の
中
で
今
日
で
も
柳
北
の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の

詩
文
の
才
の
特
立
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
生
き
方
ｌ
幕

府
瓦
解
後
一
貫
し
て
野
に
あ
り
、
反
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
新

政
府
を
批
判
し
続
け
た
、
旧
幕
の
遺
臣
と
し
て
の
生
き
方
ｌ
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
逆
に
今
日
三
渓
の
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

理
由
も
そ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
維
新
後
の
彼
の
生
き
方
は
柳
北
や
、

あ
る
い
は
大
沼
枕
山
な
ど
に
比
し
て
微
温
的
、
現
実
的
に
過
ぎ
る
か
も

し
れ
な
い
。
民
間
に
講
説
し
て
い
て
も
権
力
に
求
め
ら
れ
れ
ば
た
め
ら

い
な
く
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
。
富
村
氏
の
書
に
も
彼
が
土
浦
藩
か
ら
鴫

せ
ら
れ
た
時
、
直
ち
に
承
諾
の
旨
を
答
え
た
挿
話
が
見
え
る
し
、
新
政

府
の
求
め
に
も
応
じ
て
い
る
。
浪
人
儒
者
と
し
て
生
活
し
て
い
く
上
で

,咄

を
免
ぜ
ら
れ
る
も
、
一

で
要
職
を
歴
任
し
た
。

小
林
氏
の
言
う
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
柳
北
は
い
っ
た
ん
将
軍
侍
講

を
免
ぜ
ら
れ
る
も
、
す
ぐ
に
歩
兵
頭
並
と
し
て
復
帰
し
、
幕
府
が
倒
れ
る
ま

憎
悪
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
思
わ
な
い
が
、
自
分
は
徳
川
の
遺
臣
で
あ
る
、

と
い
っ
た
意
識
を
人
生
の
基
調
と
し
て
明
確
に
持
ち
得
た
と
も
考
え
難
い
。

そ
の
意
味
で
、
単
純
に
柳
北
と
比
較
し
、
評
価
し
て
し
ま
う
の
は
三
渓
に
対

し
て
気
の
毒
な
気
も
す
る
。

評
価
は
や
は
り
、
三
渓
の
伝
記
研
究
を
さ
ら
に
進
め
、
そ
の
生
涯
と
文
業

の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
下
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
た
め
に
自
筆

稿
本
の
精
査
と
活
用
が
必
要
か
つ
有
効
で
あ
る
こ
と
、
本
稿
が
示
し
た
と
お

り
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
代
の
文
人
た
ち
の
詩
文
な
ど
、
他
の
資
料
と
も
関

わ
ら
せ
な
が
ら
、
当
時
の
文
人
の
交
遊
や
文
壇
の
状
況
を
立
体
的
に
明
ら
か

に
す
る
と
い
う
視
点
も
重
要
で
あ
る
。

鴎
外
や
荷
風
を
惹
き
つ
け
た
三
渓
の
魅
力
の
ほ
ん
の
一
部
に
も
、
我
々

よ
り
そ
の
こ
と
で
き
っ
ぱ
り
幕
府
に
見
切
り
を
付
け
た
、

陸
新
政
府
一

で
は
な
い
か
。

は
ま
だ
出
会
え
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
背
中
か
ら
撃
た
れ
る
よ
う
に
し
て
幕
府
を
去
っ
た
人
で
あ
る
。

新
政
府
へ
の
批
判
・
抵
抗
の
基
盤
の
一
つ
と
し
て
よ
く
機
能
し
得
た
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
柳
北
な
ど
の
反
骨
精
神
に
惹
か
れ
る
人
に

（
Ⅲ
》

と
っ
て
は
そ
の
生
き
方
は
魅
力
に
乏
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
三
渓
は
、

そ
れ
故
に
こ
そ
柳
北
の
幕
府
に
対
す
る
忠
誠
と
愛
着

同
僚
で
あ
る
幕
臣
の
陰
謀
に
よ
っ
て
、

人
で
あ
る
く
も
と

あ
る
い
は
幕
府
を ○



注（
１
）
引
用
は
『
鴎
外
全
集
」
第
五
巻
（
岩
波
書
店
一
九
七
二
）
に

よ
る

（
４
）
三
渓
に
つ
い
て
論
じ
た
先
行
研
究
を
、
本
文
中
触
れ
た
も
の
も

含
め
て
挙
げ
て
お
く
。

富
村
登
「
常
総
の
漢
詩
人
』
（
富
村
登
遺
稿
出
版
後
援
会
一

九
六
五
）

前
田
愛
「
明
治
初
期
文
人
の
中
国
小
説
趣
味
」
（
『
言
語
と
文

芸
」
五
一
一
九
六
七
・
三
、
の
ち
前
田
愛
著
作
集
第
二
巻

「
近
代
読
者
の
成
立
』
（
筑
摩
書
房
一
九
八
九
）
所
収
）

日
野
龍
夫
「
菊
池
三
渓
自
筆
詩
文
稿
」
言
国
語
国
文
』
四
六

’
九
一
九
七
七
・
九
、
の
ち
日
野
龍
夫
著
作
集
第
三
巻

『
近
世
文
学
史
』
（
ぺ
り
か
ん
社
二
○
○
五
）
所
収
）

宮
崎
修
多
「
漢
訳
文
と
明
治
の
記
事
文
」
（
「
文
学
」
増
刊

「
明
治
文
学
の
雅
と
俗
』
（
岩
波
書
店
二
○
○
二
）

小
林
勇
「
菊
池
三
渓
と
「
西
京
伝
新
記
』
」
（
新
日
本
古
典
文

学
大
系
明
治
編
一
「
開
化
風
俗
誌
集
」
（
岩
波
書
店
二
○
○

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
文
庫
に
は
、
い
つ
購
入
さ
れ
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
『
晴
雪
楼
詩
紗
』
『
本
朝
虞
初
新
誌
」
が
共
に
入
っ
て

い
る
。

（
３
）
引
用
は
『
荷
風
全
集
」
第
一
八
巻
（
岩
波
書
店
一
九
九
四
）

に
よ
る

グー、

２
，－’

鴎
外
の
旧
蔵
書
は
鴎
外
文
庫
と
し
て
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に

あ
る
儒
者
の
幕
末

菊
池
素
空
［
き
く
ち
・
そ
ぐ
う
］
一
八
七
三
’
一
九
二
一

明
治
６
年
９
月
、
日
、
京
都
に
生
ま
れ
る
。
本
名
左
馬
太
郎
。

京
都
の
詩
人
菊
池
三
渓
の
養
子
と
な
る
。
幸
野
楳
嶺
に
師
事
、

四
条
派
を
学
ぶ
。
躯
年
京
都
市
画
学
校
専
門
画
科
を
卒
業
、

一
時
上
京
す
る
が
、
再
び
京
都
に
戻
り
、
浅
井
忠
に
日
本
画

を
教
え
、
浅
井
に
洋
画
を
学
ぶ
。
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校

の
嘱
託
教
諭
や
京
都
高
等
工
芸
学
校
の
講
師
を
つ
と
め
、
市

立
陶
磁
器
試
験
場
に
つ
と
め
る
。
詔
年
浅
井
や
神
阪
雪
佳
ら

と
遊
陶
園
を
設
立
、
⑫
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
視
察
旅
行
す
る
。

大
正
ｕ
年
没
。
享
年
蛆
。

（
６
）
三
渓
の
没
年
月
日
と
そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
確
た

る
根
拠
が
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
三
渓
死
去
を
報
じ
た
明

治
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日
付
「
読
売
新
聞
』
の
記
事
を
引
用
し

て
お
く
。 四
）
解
説
）

池
澤
一
郎
。
本
朝
虞
初
新
誌
』
と
講
談
」
（
新
日
本
古
典
文

学
大
系
明
治
編
三
「
漢
文
小
説
集
』
（
岩
波
書
店
二
○
○
五
）

解
説
）

（
５
）
菊
池
左
馬
太
郎
に
つ
い
て
は
、
三
渓
と
の
続
柄
も
含
め
て
未
詳

と
さ
れ
て
き
た
が
、
彼
は
三
渓
の
養
子
で
あ
り
、
素
空
と
号
す
る

日
本
画
家
で
あ
っ
た
。
油
井
一
人
編
「
卯
世
紀
物
故
日
本
画
家
事

典
」
（
美
術
年
鑑
社
一
九
九
八
）
に
拠
れ
ば
、
そ
の
略
歴
は
以
下

の
通
り
。



（
７
）
引
用
は
大
日
本
近
世
史
料
所
収
本
文
に
よ
る
。
た
だ
し
体
裁
は

私
に
改
め
た
。

（
８
）
自
筆
稿
本
『
学
聚
堂
遺
稿
」
（
４
‐
肥
／
力
３
）
所
収
「
松
園
塩

田
先
生
墓
表
」
に
は
「
乙
丑
、
余
以
病
致
仕
、
屏
居
千
城
北
谷
中

村
（
乙
丑
、
余
病
を
以
て
致
仕
し
、
城
北
谷
中
村
に
屏
居
す
こ
と

あ
り
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
三
渓
の
致
仕
の
時
期
は
慶
応
元
年
（
一
八

六
五
）
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
文
で
挙
げ
た
資

料
に
よ
っ
て
致
仕
が
元
治
元
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
論
証
で
き

（
９
）
自
筆
稿
本
『
鉄
屏
書
屋
小
稿
』
（
４
曲
／
テ
１
）
に
も
「
奉
陸

軍
総
裁
兼
閣
老
松
前
侯
書
」
な
る
文
章
を
収
め
る
。
題
下
に
「
戊

辰
十
月
廿
二
日
／
夜
五
更
脱
草
」
と
あ
り
。
「
晴
雪
楼
文
略
」
所
収

「
上
閣
老
兼
陸
軍
総
裁
松
前
侯
書
」
よ
り
前
の
段
階
の
草
稿
と
思
わ

れ
る
。
本
稿
で
は
よ
り
整
理
・
推
敲
さ
れ
た
「
上
閣
老
兼
陸
軍
総

転
居
し
た
時
期
を
示
し
て
い
る
と
で
も
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

て
い
る
の
に
対
し
、

他
に
は
な
い
の
で
、

園
塩
田
先
生
墓
表
」

陸
の
間
に
客
遊
せ
ら
れ
し
と
聞
き
つ
る
が
去
る
十
七
日
若
州

小
浜
に
於
て
脳
溢
血
の
為
め
に
濫
焉
長
逝
せ
ら
れ
た
り
、
先

○
菊
池
三
渓
翁
易
賛
す
詩
文
双
絶
を
以
て
天
下
に
雄
視
し

長
く
文
壇
の
覇
柄
を
把
り
た
る
三
渓
翁
は
先
頃
よ
り
中
国
北

化
を
見
る
悲
風
惨
雨
何
ぞ
文
墨
場
裏
の
寂
寛
な
る
や

に
は
枕
山
翁
去
っ
て
白
玉
台
上
の
人
と
な
り
今
又
此
翁
の
仙

元
治
元
年
致
仕
を
本
稿
の
結
論
と
し
た
。
「
松

の
記
述
は
、
致
仕
後
し
ば
ら
く
し
て
谷
中
に

慶
応
元
年
致
仕
の
根
拠
と
な
り
得
る
資
料
は

付
記

○
引
用
に
際
し
て
は
次
の
原
則
に
拠
っ
た
。

裁
松
前
侯
書
」
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

（
、
）
松
前
崇
広
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
生
ま
れ
。
洋
式
砲
術

を
奨
励
す
る
な
ど
西
洋
通
と
し
て
知
ら
れ
る
英
明
な
君
主
で
あ
っ

た
。
将
軍
家
茂
の
信
任
は
厚
く
、
松
前
と
い
う
辺
境
の
外
様
小
藩

の
藩
主
と
し
て
は
異
例
の
抜
擢
を
受
け
、
老
中
・
海
陸
軍
惣
奉
行

な
ど
を
務
め
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
、
勅
許
を
得
る
こ
と
な

く
兵
庫
開
港
を
決
定
、
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
、
官
位
剥
奪
・
国
許

謹
慎
を
命
じ
ら
れ
た
。
翌
慶
応
二
年
一
月
に
帰
国
、
同
年
四
月
、

三
十
八
歳
で
病
没
し
た
。

「
柳
営
補
任
』
に
は
崇
広
が
「
海
陸
軍
惣
奉
行
」
で
あ
っ
た
こ
と

は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
陸
軍
総
裁
」
な
る
職
に
就
い
て
い
た
と
い

う
記
事
は
見
え
な
い
。
『
松
前
町
史
」
史
料
編
第
一
巻
（
第
一
印
刷

出
版
部
一
九
七
四
）
に
収
め
る
新
田
千
里
「
松
前
家
紀
」
（
明
治

十
一
年
（
一
八
七
八
）
脱
稿
）
に
は
慶
応
元
年
九
月
二
十
一
日

「
海
陸
軍
総
裁
一
一
選
ル
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
上
閣
老
兼

陸
軍
総
裁
松
前
侯
書
」
が
書
か
れ
た
時
点
で
は
松
前
崇
広
は
「
陸

軍
総
裁
」
で
は
な
い
。
恐
ら
く
後
日
推
敲
の
過
程
で
、
最
終
的
な

職
名
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
、
）
「
菊
池
三
渓
と
『
西
京
伝
新
記
匡

漢
字
の
字
体
は
現
在
通
行
の
も
の
に
改
め
る
。

一
一
一



筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
御
教
示
賜
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

○
本
稿
は
第
五
十
二
回
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
大
会
（
平
成
二
十
年
六
月

八
日
於
立
命
館
大
学
末
川
記
念
会
館
）
に
お
け
る
研
究
発
表
を
も
と
に
執

し
も
原
本
に
は
従
わ
な
い
。

四
字
配
り
・
体
裁
に
つ
い
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
優
先
し
、
必
ず

三
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
は
改
め
る
。

二
ル
ビ
は
省
略
す
る
。

あ
る
儒
者
の
幕
末

（
ふ
く
い
・
た
つ
ひ
こ
本
学
講
師
）

一一一




